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＜背景＞

１．韓国において、10年ほど前から主にツーバイフォー工法による
木造住宅の普及が始まっている。

２．１のマーケットの中で、高品質な高所得者向けセカンドハウス
の需要が高まっている。

３．COVID19の影響により、日韓ともにキャンプ場は大盛況であり、
小さなコテージや小屋を利用するニーズが高まっている

4．韓国では、木造建築に関するプレカットやパネリングや
プレファブ生産の技術が、まだ十分に普及していない

５．住宅の断熱性能への要求が高まっている

６．韓国では、桧のにおいや質感に関する評価が今でも高い
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（例）小屋の生産現場 例 3
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プレカット・パネリング・プレファブの技術
を使って以下の５つを考慮した、小屋のモデル
を設計・生産する。

①施工精度が安定する

②工期を短くできる

③厚い断熱材を使える

④桧の質感が感じられる

⑤分解と移動がしやすい

＜目的＞
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事業の計画 5

①7,8月 調査、現地企業と打ち合わせ
・現地のニーズ確認、モデルのスペックの決定
・現地企業の協力範囲等の決定、設置場所の選定

②9,10月 構造モデル（1個目）試作 輸出

③11,12月 構造モデル、現地組立
構造＋外装モデル（2個目）の試作 輸出

④12,1月 2個目のモデルの組立 設置

⑤1,2月 現地で、ヒアリング調査 資料整理

＜当初の計画＞
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Q値 UA値等による設計ではなく、熱還流率を基にした、仕様規定

建築物の省エネ
設計基準解説書

部位別による熱還流率の指針

参照：Korea Energy Agency HPよりダウンロード
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① 面積 床：15.84㎡＋ロフト：5.59㎡ 合計約6.48㎡
② 高さ 2.7ｍ～3.6m
③ 断熱スペース 壁：150㎜～210㎜ 天井：255㎜

※今回は、補助金を使ったサンプル物件のため水回り設備のレイアウトは
可能とするが、取り付け施工はしない
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構造サンプル1回目 8

軸組み→桧集成 杉集成
米松・杉集成

壁 屋根パネル
→杉集成 米松・杉集成
国産材構造用合板
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＜韓国人パートナーの意見＞

住環境や意匠にこだわるのも良いが、

①移動・分解性等、商品にもう少し
オリジナル性が欲しい

②日本の杉 桧の質感を十分に
感じられる、日本らしいデザイン
が欲しい

もう一歩進んだユニット化と
杉と桧の質感を強調する方法を
考え直す

豊田市梅村工務店様商品

米国Boxabl社のCasita
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焼杉と桧板の外観 10
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①床ユニット
・足場用のジャッキベースで設置可能
・ラチェットのみで緊結可能

＜基本的な考え＞

・大人３～4人で持てる重さであること
・コンテナ間口2.3ｍの巾以内に収まること
・インパクトと手道具で簡易に緊結できること
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①壁ユニット
・外壁用パネルと内壁用パネルの分離（それぞれに断熱材）

＜内壁パネル＞ ＜外壁パネル(サッシ付)＞

90角の桧材で外壁パネル
と内壁パネルを一体化
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①内装カット
・桧の無節合板を押え金物で固定

ウッドデッキ用押え金物

天井 壁に桧合板を使用
簡単に着脱可能
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キット化の試み② 14

①外装カット
・自作の焼杉板をカット
自作過程を動画編集

外壁を寸法に合わせてカット

自作の焼杉の
製作過程を動画化
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アンケート調査概要 15

①期間 2月1４日～2月18日まで

②方式 グーグルフォーム
非常に単純な全9問とし、10問目として
フリーコメントを書いてもらった

③方法 現物のサンプルを見てもらい、
WEBアンケートに答えてもらった。
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回収数（2月18日まで）

総勢 24名

見学会を開くことはできな
かったため、回答参加者は
少なかったが、オミクロン
株流行の後、引き続き、
アンケートは続ける予定

主に、業界内の中高年
男性の方が回答者
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サンプルとした小屋に興味は
持っていただいた

半数以上は木造小屋で過ごした
ことはない
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広さはちょうどである

桧の質感は人気があるが、桧の
合板はいまいちなのかもしれない
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焼杉の見た目と質感は、良好だが
嫌いな人が一定数いる

自分で建てられると考えられる
人は6割未満
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現実は構造は2日で可能
それは伝わっている。

このような小屋を所有したい
という欲望は高い
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多くの人が興味をもてる価格帯
は150万円～200万円？

＜今回できなかったこと＞

・COVID19の影響で一度も渡航することができず、計画を進めることに
常に不安があり、モデルを移設することで手いっぱいに近くなった。

・リアルに現地に触れて、職人 販売者 一般ユーザーの声を聴くことが
できなかった
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①土地を所有している人にとっては、サンプルのような小屋を所有したいというニーズ
が確かにあることを再確認できた。

②桧の質感は人気があるが、桧の合板に限っては、それほど人気がないのかもしれない。
また、三角焼きの焼杉板は評価が分かれた。

③現場に立ち会うことなく、現地の4人で建設するこはできたが、仕組みが少し複雑
すぎて、現地で受け入れない可能性がある

＜まとめ＞

＜今後＞

①サンプル小屋を使って、温熱環境の実証データを得る（自社負担で継続予定）

②ターゲット価格を200万以下/棟とするために、現地企業と加工や部品の供給を
協業する方法を考える。ちなみに今回のモデルでは、資材費だけであれば、100万円
程度であるが、加工と輸送で100万円近くかかってしまった。

③温熱環境性能をほとんど下げずに、施工をさらに簡素化できる方法を開発する。

④一つの商品だけでは販売は難しく、また多様な商品を作るには物件が小さすぎる。
内外装の素材をDIYでアレンジできるような、構造材への仕掛けと、アレンジ用
部品供給の仕組みを同時に考える。

※これ以上の設計開発は、まずは現地の声をさらに集めてから考えたい（現在継続中）
以上、ご清聴、ありがとうございました


